











奥出雲町　学校施設の長寿命化計画


















令和３年３月

奥出雲町教育委員会




目次
第１章　学校施設の長寿命化計画の背景・目的等･････････････････････････････････････････ 2
①　背景 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 2
②　目的 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 2
③　計画期間 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 3
④　対象施設 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 3
第２章 学校施設の目指すべき姿 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 4
第３章 学校施設の実態 ······························································· 5
① 学校施設の運営・活用状況等の実態 ············································· 5
　1) 対象施設一覧 ······························································· 5
　2) 児童生徒数の変化 ··························································· 6
　3) 学校施設の配置状況 ························································· 7
　4) 施設関連経費の推移 ························································· 8
　5) 学校施設の保有量 ··························································· 9
　6) 今後の維持・更新コスト（従来型） ··········································· 9
② 学校施設の老朽化状況の実態 ···················································10
　1) 構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 ···················10
　2) 今後の維持・更新コストの把握（長寿命化型） ·································11
第４章 学校施設整備の基本的な方針等 ·················································12
① 学校施設の規模・配置計画等の方針 ·············································12
　1) 学校施設の長寿命化計画の基本方針 ···········································12
　2) 学校施設の規模・配置計画等の方針 ···········································13
② 改修等の基本的な方針 ·························································14
　1) 長寿命化の方針 ·····························································14
　2) 目標使用年数・改修周期の設定 ···············································14
　3) 建替えの判別 ·······························································15
　4) 主要保全部位の改修周期 ·····················································15
第５章 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 ·····································16
① 改修等の整備水準 ·····························································16
② 維持管理の項目・手法等 ·······················································16
第６章 長寿命化の実施計画 ···························································18
① 改修等の優先順位付けと実施計画 ···············································18
② 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 ·····································19
第７章 長寿命化計画の継続的運用方針 ·················································20
① 情報基盤の整備と活用 ·························································20
② 推進体制等の整備 ·····························································20
③ フォローアップ ·······························································20
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第１章　学校施設の長寿命化計画の背景・目的等
　①　背景
奥出雲町では、平成２９年３月に「奥出雲町公共施設等総合管理計画」（以下「管理計画」という。）を策定し、学校施設の適切な修繕・更新・維持管理に取り組んできた。
学校施設は、昭和４０年代後半から児童生徒の急増に対応し集中的に建設されており、施設全体の約６割が築３０年以上を経過していることから、老朽化対策が求められており、多額の事業費が必要となっている。
こうした中、国は平成２５年１１月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、平成２６年４月には「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針を示し、各教育委員会に対して学校施設に係る長寿命化計画（個別計画）を策定することを求めている。また、令和３年度以降の交付金事業について、個別施設計画の策定を事業申請の前提条件とすることが検討されている。
子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を確保するため、学校施設の個別施設計画の策定が必要である。




　②　目的
奥出雲町学校施設長寿命化計画（以下「本計画」という。）は、子どもたちが安心して学ぶことができる環境を確保するため、学校施設の老朽化対策と教育環境の質的改善を併わせて行う長寿命化により、学校施設運営のトータルコストの縮減と財政負担の平準化を図りながら、計画的な改修・建替え・統合等を実施することを目的とする。
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　③　計画期間
本計画の計画期間は令和３年度（2021年度）から令和33年度（2050年度）までの30年間とるする。
また、5年ごとに計画の見直しを行うが、社会情勢や学校施設に求められるニーズ等の変化、計画の進捗状況などを把握し、必要に応じて計画の見直しを行う。

　④　対象施設
奥出雲町が保有する学校施設（小学校、中学校）の校舎及び付属する建物、屋内運動場、学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物を対象とする。
	学校教育施設

	小学校
	１０校　　　　　　　　

	中学校
	２校　　　　　　　　

	学校水泳プール
	９施設　　　　　　　



	学校給食共同調理場

	学校給食共同調理場
	２施設　　　　　　　
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第２章　学校施設の目指すべき姿
上位計画である「管理計画」に基づき、「第２次奥出雲町総合振興計画」や「奥出雲町建築物耐震改修促進計画」との整合性を図り、これから学校施設が目指すべき姿を以下のとおり定める。

①安全性
・旧耐震基準の建築物は、耐震化率が８６％であり、未耐震化施設は耐震補強若しくは代替施設の整備等により耐震化を図る。
・老朽化の進む施設においては、内外壁等の落下防止や屋上防水、設備配管等の老朽化対策を進め、児童生徒が安心して学べる環境を確保する。
・学校施設は、地域住民の災害時における避難所として指定されており、地域の防災拠点をしての役割を担うことから、近年多発する大規模災害に備え、防災担当部局と連携しながら防災機能の強化を目指す。

②学習・生活環境の質的向上
・学校施設は、子どもたちの学習・生活の場であり、時代の変化と共に学習活動のニーズや社会のニーズは多様化している。特別支援教育、ICTを活用した授業等、多様化する教育に柔軟に対応できる教育環境づくりを目指す。
・ユニバーサルデザインの視点に立ち、トイレの洋式化やバリアフリー化を進め、地域住民を含め学校施設を利用する人が利用しやすい環境づくりを目指す。
・地球温暖化対策として、二酸化炭素排出削減に向けた地球環境配慮型の空調設備や高効率な照明、自然エネルギーや自然採光の活用など、環境に配慮した学校施設を目指す。

③計画的・効率的な施設整備
・学校施設の維持、改修等には多額の事業費がかかり、奥出雲町の財政状況から財政負担の平準化と軽減が求められている。計画的・効率的な予防保全を実施することにより、躯体の耐久性の確保が可能な施設については、長寿命化を図り施設の目標使用年数を８０年とすることで、ライフサイクルコストの削減を図る。
・少子化や過疎化により、人口減少が懸念される状況であり、地域での子どもの増減に対しては、校区の実情を踏まえ、地域や保護者の理解を得ながら学校規模の適正化等の取り組みを進める。
・学校規模の適正化等により発生する統合後の旧学校施設については、地域活動の拠点としての有効的な活用を検討した上で、計画的な修繕や更新等を行うことで、施設保有量の削減を含めた適正数の維持を図る。
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第３章　学校施設の実態
[bookmark: _Toc442731528]①　学校施設の運営状況・活用状況等の実態
１）対象施設一覧

[image: ]
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　２）児童生徒数の変化
　　平成１７年合併時の児童数８７２人、生徒数５１２人であったが、令和２年度では児童数５１４人（３５８人減）、生徒数２８０人（２３２人減）に推移している。
　　また、令和２年度から令和１０年度まで児童数３５９人（１５５人減）、生徒数２３５人（４５人減）となる見通しである。(人)
(人)

[image: ]　
様式３－３

３）学校施設の配置状況
　本町は、平成１７年に旧仁多町、旧横田町の２町の合併により、新町奥出雲町としてスタートした。
　合併当初は、小学校１１校、中学校２校であったが、平成２８年に高田小学校が閉校し、現在は、小学校１０校、中学校２校で運営している。


[image: ]仁多学校給食共同調理場
横田学校給食共同調理場
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４）施設関連経費の推移
町内各小中学校（１２校）の直近５カ年分の施設関連経費を算出した。
ただし、平成２７年度の経費には旧高田小学校分は計上されてない。
平成２７年度から平成２８年度の２カ年での八川小学校（普通教室棟・体育館）の改築、平成２８年度での仁多中学校の太陽光発電蓄電システムの整備、令和元年度での仁多中学校の食堂・武道館天井屋根の改修、小中学校１０校の空調整備を実施したことから、該当する年度で施設整備費が膨らんでいる。
施設関連経費の直近５カ年総額では約１３．２億円となり、年間の平均は約２．６億円／年となる。
また、施設関連経費の直近５カ年の平均値（２．６億円／年）を財政制約ラインとして設定する。
[image: ]
※町内の学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物の施設関連経費は、建築基準法第１２条に基づく定期検査及び劣化状況調査を実施しておらず、劣化状況評価が不明で施設の維持・更新コストの算定が出来ないため除外している。
※町内の学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物の劣化状況調査を実施後、施設の維持・更新コストの算定を行い本計画の変更を行う。
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５）学校施設の保有量
計画対象の小中学校（１２校）は、築３０年以上の建物が２．７万㎡（６３％）と老朽化が進んでいる状態である。















[image: ]※学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物は含まない。
　６）今後の維持・更新コスト（従来型） 
　　４０年で建て替える従来の修繕・改修を今後も続けた場合、今後の４０年間コストは、２１２億円（５．３億円／年）かかることになる。この対策で進めるとなると、財政制約ライン（直近５年間の投資的経費２．６億円／年）を２倍上回る。また、令和３年度～令和１２年度の１０年間では、改築が集中するため投資的経費の４．２倍のコストがかかる。
[image: ]



         







※学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物は含まない。
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②学校施設の老朽化状況の実態
１）構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価
本町は、劣化度調査を令和元年度に行い、その状況については下記のとおりとなった。
　調査結果から劣化状況評価でＤランクがある学校施設（小学校、中学校）の内、構造躯体の健全性で改築以上の判定がされている布勢小学校（校舎１）、三成小学校（校舎１）及び仁多中学校（校舎３）の対応が急がれる。
[image: ]

※学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物の劣化状況調査を実施してないため建物状況一覧表に記載してない。
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２）今後の維持・更新コストの把握（長寿命化型）
建替え中心から改修による長寿命化に切り替えていくためには、計画的に機能向上と機能回復に向けた修繕・改修を建物全体でまとめて実施する必要がある。
長寿命化により、８０年に建物を長寿命化した場合、今後４０年間の維持・更新コストは総額２０５億円（５億円／年）となり、従来の建替え中心の場合の２１２億円（５．３億円／年）より総額７億円（０．２億円／年）の約３％の縮減となる。
ただし、投資的経費２．６億円／年に対し１．９倍のコストがかかるため、長寿命化だけでは今後の財政に対応出来ない状況である。
[image: ]


※学校給食共同調理場、学校水泳プール及び付属建築物は含まない。






様式４－１

第４章　学校施設整備の基本的な方針等
　①　学校施設の規模・配置計画等の方針
　１）学校施設の長寿命化計画の基本方針

	管理計画の基本方針
	「総量の適正化」、「中長期的なコスト管理」、「効果的・効率的な管理運営」とし、総量の適正化を最優先に考え、そのうえで維持修繕・長寿命化などの取組を計画的に推進する。

	管理計画の施設類型別方針
【学校施設】
	１） 校舎、屋内運動場
・ 併設や統合により適正化を図ったうえで、耐震化完了を目指す。
・ 多機能化・複合化を進め新たな行政サービスの提供の場をつくり出す。
２） 調理場
・ 児童生徒数の推移や職員数等を勘案し、適切に維持管理し長寿命化を図る。
３）プール
・児童生徒数の推移を勘案し、適切に維持管理し長寿命化を図る。




	学校施設の長寿命化計画の
基本方針
	①計画的な維持修繕を図り長寿命化改修を行うことで、ライフサイクルコストの削減を図る。
②今後の児童生徒数や、再編、統廃合を見据え、学校施設の保有資産量の適正化を図りつつ、現有施設を有効に活用できる整備を行う
③地域の避難場所として指定されているため、地域の防災機能向上の面からも、計画的な整備を行う
④特定の時期に改修・更新等が集中しないよう平準化を図る






　　２）学校施設の規模・配置計画等の方針様式４－２

奥出雲町教育委員会としては、奥出雲町全体の児童数の状況から、少人数の学校や学級は、児童生徒が多様な意見や考えに触れ、学び合い育ちあう機会が減少すること、教員数が限られ多様な指導方法がとりにくくなることから、学校規模を一定の大きさに確保するよう次のような方針を示している。
・小学校は、１学年２０人程度の学級規模を確保することで、多様な考えに触れながら子どもが子どもたちの中で育つことができる環境を維持していくことを目指す。
・小学校は、子どもたちと地域とのつながりを大事にしながら、仁多地域１校、横田地域１校に再編する。
・中学校は、当面現在の配置規模を維持する。
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②　改修等の基本的な方針
１）長寿命化の方針
施設の維持管理方法については、従来の「事後保全型」の改修と予防保全の考え方を取り入れた「予防保全型」の改修の２つが挙げられるが、「事後保全型」の改修は、施設の機能や性能に関する明らかな不都合が生じてから修繕を行う管理手法で、長期間における機能の維持や使用が困難となる恐れがある。
「予防保全型」の改修は、損傷が軽微である早期段階に予防的な修繕等を実施する予防保全を行うことにより、突発的な事故を減少させ、改修費用の抑止につながるなど、機能の保持・回復を図る管理手法であり、また、定期的な点検を行うことにより、「事後保全型」の改修と比較すると施設を長く使用することができる。
今後は、これまでの「事後保全型」から「予防保全型」へ転換し、施設の長寿命化と財政負担の軽減と平準化を図る。
２）目標使用年数、改修周期の設定
建物の耐用年数には、物理的耐用年数、経済的耐用年数、法定耐用年数、機能的耐用年数の４種類があり 、耐用年数の長短を整理すると、以下のような関係になる。
	機能的耐用年数＜ 法定耐用年数 ＜ 経済的耐用年数 ＜ 物理的耐用年数





鉄筋コンクリート造の学校施設の法定耐用年数は約50年ですが、これは税務上、減価償却費を算定するためのものであり、『学校施設長寿命化計画策定に係る手引き』においても、物理的耐用年数はこれより長く、適切な維持管理がなされ、コンクリート強度の確保及び中性化の 進行が抑制されている場合には約８０年程度、さらに技術的には１００年以上の長寿命化も可能であることが示されている。
本計画では、下表に示す「建築物の耐久計画に関する考え方 （日本建築学会 ）」に基づき、鉄筋コンクリート造の校舎、体育館の目標耐用年数を「８０年」と設定する。
また、木造及び鉄骨造の校舎、体育館の目標耐用年数は、鉄筋コンクリート造と同等の「８０年」が可能と設定する。
	
表建築物全体の望ましい目標耐用年数

	構造種別
用途
	鉄筋コンクリート造

	
	高品質の場合
	普通の品質の場合

	学校施設
	80～100年以上
	50～80年以上

	出典 ：建築物の耐久計画に関する考え方 （日本建築学会 ）








「予防保全」の考え方を取り入れた長寿命化を図るため、改修周期を次のとおり設定する。
	種別
	目標使用年数
	大規模改造の周期
	長寿命化改修の周期

	校舎
	８０年
	築２０年
長寿命化改修後２０年（築６０年）
	築４０年

	体育館
	８０年
	築２０年
長寿命化改修後２０年（築６０年）
	築４０年
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３）建替えの判別
　築６０年を迎える対象施設は、躯体の詳細な調査に加えて、教育環境や経済性などの観点から総合的に「長寿命化」か「建替え」の判定を行う。
４）主要保全部位の改修周期
大規模改修・長寿命化改修の実施時期とは別に、必要に応じて個別に実施される改修については、以下のとおり、標準的な更新年数に合わせ、計画的な改修を行う。
	表　主要保全部位の改修周期目安

	部位
	詳細仕様
	改修周期目安

	建築
	屋上防水・屋根
	１５～２０年

	
	外壁
	１５～２０年

	
	内装（床・壁等）
	２０年

	
	建具
	３０年

	
	トイレ
	２０年

	電気設備
	配電盤・変圧器・コンデンサ
	２０年

	
	高圧開閉器
	１５年

	
	自動火災報知設備・非常放送設備
	１５年

	
	電話設備
	１０～１５年

	
	エレベータ
	２０～２５年

	
	放送設備
	２０年

	
	太陽光発電設備
	２５年

	機械設備
	空調・換気設備
	１０～１５年

	
	タンク類
	２０～３０年

	
	配管類
	２０～２５年

	
	消火栓・ポンプ
	２０～２５年








[bookmark: _GoBack]
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第５章　基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等
①　改修等の整備水準
本町では、施設の安全性の確保及び財政負担の軽減・平準化の観点から、適切な時期に長寿命化改修を実施し、目標耐用年数を概ね８０年とした施設の長寿命化を図る。
長寿命化改修では、単に物理的な不具合を直すのみではなく、ライフラインの更新等により建物の耐久性を向上させるとともに、建物の機能や性能の向上を目指す。

②　維持管理の項目・手法等
学校施設をできる限り長く、安全で良好な状態で使用するため、今後は、従来のような不具合が生じた後に補修・修理を行う「事後保全型 」の維持 管理から、不具合を未然に防ぎ、劣化や損傷が顕在化する前の段階から予防的に対策などを実施することで機能の維持・回復を図る 「予防保全型」の維持管理へ移行する。
「予防保全型」の維持管理では、日常的・定期的な施設の点検を実施することが重要である。日常的 ・定期的な点検により、建物の劣化状況を把握することで、故障や不具合の兆候を早期に発見することができるため、突発的な事故・故障が発生する可能性を減少でき、児童生徒の安心・安全 が確保できるとともに、緊急対応に要する修繕費用の支出を縮減することが可能となる。

	表　各種点検項目

	調査主体
	調査者
	点検種別
	点検内容
	実施時期

	学校
	教職員など
	学校保健安全法に基づく安全点検
	日常的な設備などの点検
	日常

	
	
	
	児童生徒などが通常使用する施設及び設備の異常の有無
	毎学期定期

	
	
	
	遊具の異常の有無
	月１回

	
	
	
	水道メーターの使用状況の確認による異常の有無
	水道検針ごと

	
	
	
	必要な点検
	適宜

	学校設置者
	専門業者
	建築基準法第１２条に基づく定期点検
	敷地、建築構造、建築仕上、防火区画、建築設備等の損傷、腐食その他の劣化状況
	建築物の敷地・構造は３年以内ごと
建築設備・昇降機は１年以内

	
	
	各種設備などの法定点検
	受電設備
浄化槽設備
	各月

	
	
	
	消防用設備
	年２回

	
	学校施設所管課職員
	学校巡回
	施設の不具合箇所の確認
	年度当初１回
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図　劣化状況調査票
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第６章　長寿命化の実施計画
①　改修等の優先順位付けと実施計画
学校施設の改修等については、構造躯体を含む建物全体に影響を及ぼす要因である「築年数」により、大きく３つのグループ（４０年以上、２０～４０年、２０年未満）に分類する。
次に、築年数の３つのグループごとに、構造躯体以外の劣化状況を示す「健全度」が低い順に優先順位を高くする。ただし、健全度が同じ建物が存在するため、 健全度が同じ場合には、規模の大きな建物を優先し、延床面積の大きい順に優先順位を高くする。
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②　長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果～維持・更新の課題と今後の方針～
事後保全型の維持・更新を今後も続けた場合、築後４０年で改修する事後保全方の維持・更新を行った場合、今後４０年間における維持・更新コストは総額２１２億円（５．３億円／年）となる。
本計画における長寿命化計画の対象建物の維持・更新コストについて、予防保全型の改築を中心とした施設整備を行った場合、今後４０年間の維持・更新コストは、総額約２０５ 億円（５億円／年）と試算され、事後保全型の総額約２１２ 億円と比べ、約３％のコスト縮減効果がみられる。
教育施設の長寿命化を図ることで学校施設を長く活用でき、建て替えに比べ事業費の縮減が図れることで、試算の有効亭活用や財政面での効果がある。
しかし、学校施設の長寿命化だけでは、捻出される財政的縮減効果に限界があることから、過去５年間の維持管理費の平均値（財政制約ライン）と今後４０年間の維持管理費の平均値との経費率１．９倍を縮減に向け、現有学校施設の計画的な改廃・建替え・統合等を実施し、トータルコストの縮減による財政負担の軽減を図る。
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第７章　長寿命化計画の継続的運用方針
　①　情報基盤の整備と活用
今後は、本計画を基に効率的かつ効果的な施設整備を推進していくにあたり、学校施設の状況や改修履歴などに加え、光熱水費等の運営経費をデータベースに反映し、一元的に管理していく。












　②　推進体制等の整備
本計画を継続的に運用していくためには、改修方針や計画スケジュール等、統一的な考え方を持った上で推進する必要があり、教育委員会を中心に本計画を含む学校施設のマネジメントを推進していく必要がある。
教育委員会は、本計画や上位関連計画に基づいて、学校施設の更新・改修や統廃合計画を作成し、計画的に施設の整備等を進める。また、必要に応じて公共施設検討委員会に意見を求めるなど町長部局と連携し奥出雲町全体としての施設の最適化を進める。








　③　フォローアップ
本計画は、学校教育を取り巻く環境の変化や児童生徒数の推移、社会情勢の変化等に対応する必要があるため、ＰＤＣＡサイクルによる見直しを行うほか、関連の計画や方針等の変更があった場合には、適宜計画を見直すこととする。
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【小学校児童数】

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

布勢小 85 88 83 74 67 55 57 50 51 52 53 58 52 61 59 58 58 55 53 47 48 39 37 35

三成小 151 153 144 136 131 112 106 108 100 89 90 96 101 91 94 95 91 97 97 105 99 95 94 86

高尾小 17 17 14 16 16 14 13 12 11 11 10 9 9 9 9 7 7 6 6 5 6 6 5 4

亀嵩小 54 50 50 43 40 39 42 40 37 39 38 41 36 32 37 35 43 45 41 46 45 45 37 35

阿井小 117 99 98 93 86 75 65 71 59 59 65 61 64 61 62 68 60 62 55 48 49 43 44 41

三沢小 37 32 32 31 33 35 34 31 32 28 24 23 21 22 20 23 23 24 24 19 19 16 13 13

鳥上小 58 52 39 35 29 29 29 36 46 44 44 38 36 33 24 21 16 13 14 9 11 14 14 15

横田小 177 171 180 181 170 155 144 137 129 121 121 130 119 112 100 97 102 86 96 92 86 79 72 75

八川小 89 86 95 81 72 65 61 57 46 42 46 46 44 47 54 61 58 56 54 46 38 30 27 27

馬木小 87 86 79 86 81 82 78 72 68 63 62 56 59 56 55 49 44 43 36 34 29 27 28 28

小学校計 872 834 814 776 725 661 629 614 579 548 553 558 541 524 514 514 502 487 476 451 430 394 371 359

【中学校生徒数】

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

仁多中 276 261 250 259 236 243 216 208 193 185 177 158 154 152 145 139 140 142 145 141 143 141 141 146

横田中 236 231 199 220 216 213 196 171 175 174 167 144 127 132 140 141 139 131 120 115 109 108 105 89

中学校計 512 492 449 479 452 456 412 379 368 359 344 302 281 284 285 280 279 273 265 256 252 249 246 235
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（円）

H27 H28 H29 H30 R1 ５年合計 ５年平均

施設整備費 262,676,520 589,129,200 31,644,000 5,454,648 167,243,400 1,056,147,768 211,229,554

その他施設整備費 788,400 28,026,000 849,960 1,433,160 2,343,000 33,440,520 6,688,104

維持修繕費 8,565,644 7,190,948 12,432,846 5,916,769 5,298,392 39,404,599 7,880,920

光熱水費・委託費 34,764,022 38,243,322 37,685,022 40,680,391 38,862,959 190,235,716 38,047,143

合計 306,794,586 662,589,470 82,611,828 53,484,968 213,747,751 1,319,228,603263,845,721
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基準

2020 

オールＤの場合の劣化度小学校 校舎

1 211布勢小学校 校舎１ 2 2852 小学校 校舎 RC 3 1,257 1964 S39 56  旧 済 - H18 10.4要調査 D C C C C

37

小学校 校舎

2 211布勢小学校 校舎２ 6 2854 小学校 校舎 RC 2 462 1987 S62 33  新 - - - - 長寿命 D C B B B

59

小学校 体育館

3 211布勢小学校 体育館 7 2855 小学校 体育館 RC 2 818 1987 S62 33  新 - - - - 長寿命 B C B B B

65

小学校 校舎

4 212三成小学校 校舎１ 1-1,1-2

2864,2

868

小学校 校舎 RC 3 998 1966 S41 54  旧 済 - H18 7.8 改築 D C C C C

37

小学校 校舎

5 212三成小学校 校舎２ 8 2865 小学校 校舎 RC 2 1,235 1985 S60 35  新 - - - - 長寿命 B C B B B

65

小学校 校舎

6 212三成小学校 校舎３ 11 2869 小学校 校舎 S 1 344 1996 H8 24  新 - - - - 長寿命 B B B B B

75

小学校 体育館

7 212三成小学校 体育館 9 2866 小学校 体育館 RC 1 724 1985 S60 35  新 - - - - 長寿命 B C B B B

65

小学校 校舎

8 213高尾小学校 校舎１ 1-4 2880 小学校 校舎 S 1 120 1976 S51 44  旧 済 済 H18 - 長寿命 A A A A A

100

小学校 校舎

9 213高尾小学校 校舎２ 12 2883 小学校 校舎 RC 2 907 1989H元 31  新 - - - - 長寿命 B B B B B

75

小学校 体育館

10 213高尾小学校 体育館 7,9-1,9-2

2881,2

882,28

86

小学校 体育館 S 1 401 1979 S54 41  旧 済 済 H18 - 長寿命 A A A A A

100

小学校 校舎

11 214亀嵩小学校 校舎 6-1 2902 小学校 校舎 W 2 1,755 2010 H22 10  新 - - - - 長寿命 A B A A A

93

小学校 体育館

12 214亀嵩小学校 体育館 7-1 2900 小学校 体育館 W 1 792 2009 H21 11  新 - - - - 長寿命 A B A A A

93

小学校 校舎

13 216阿井小学校 校舎１ 12 2956 小学校 校舎 RC 3 1,921 1980 S55 40  旧 済 - H18 20.6 長寿命 C D B B B

53

小学校 校舎

14 216阿井小学校 校舎２ 17,18 2962 小学校 校舎 S 1 321 1996 H8 24  新 - - - - 長寿命 B C B B B

65

小学校 体育館

15 216阿井小学校 体育館 13,15,16

2958,2

959,29

60

小学校 体育館 S 2 778 1981 S56 39  旧 済 済 H18 - 長寿命 B B B B B

75

小学校 校舎

16 217三沢小学校 校舎 ４ 2984 小学校 校舎 RC 2 1,320 1990 H2 30  新 - - - - 長寿命 B B B B B

75

小学校 体育館

17 217三沢小学校 体育館 ５ 2985 小学校 体育館 S 1 780 1990 H2 30  新 - - - - 長寿命 D C B B B

59

小学校 校舎

18 218鳥上小学校 校舎１ 1-1,1-3 2797 小学校 校舎 RC 2 1,485 1975 S50 45  旧 済 - H18 35.6 長寿命 D C C C C

37

小学校 校舎

19 218鳥上小学校 校舎２ 7-1,7-2 2799 小学校 校舎 RC 2 553 1997 H9 23  新 - - - - 長寿命 D B B B B

70

小学校 体育館

20 218鳥上小学校 体育館 6 2798 小学校 体育館 RC 2 832 1996 H8 24  新 - - - - 長寿命 D B B B B

70

小学校 校舎

21 219横田小学校 校舎１ 7-1 2811 小学校 校舎 RC 3 2,711 2001 H13 19  新 - - - - 長寿命 B C B B B

65

小学校 校舎

22 219横田小学校 校舎２ 7-2 2811 小学校 校舎 S 1 275 2001 H13 19  新 - - - - 長寿命 B B B B B

75

小学校 体育館

23 219横田小学校 体育館 6-1,6-2 2810 小学校 体育館 S 2 1,019 1989H元 31  新 - - - - 長寿命 B D B B B

56

小学校 校舎

24 220八川小学校 校舎１ 11 2822 小学校 校舎 W 1 96 2002 H14 18  新 - - - - 長寿命 A A A A A

100

小学校 校舎

25 220八川小学校 校舎２ 12-1 2825 小学校 校舎 RC 2 1,079 2003 H15 17  新 - - - - 長寿命 B C A A A

81

小学校 校舎

26 220八川小学校 校舎３ 12-2 2825 小学校 校舎 S 1 182 2003 H15 17  新 - - - - 長寿命 A A A A A

100

小学校 校舎

27 220八川小学校 校舎４ 14 17081 小学校 校舎 W 2 1,227 2016 H28 4  新 - - - - 長寿命 A A A A A

100

小学校 体育館

28 220八川小学校 体育館 13 2826 小学校 体育館 W 2 499 2015 H27 5  新 - - - - 長寿命 A A A A A

100

小学校 校舎

29 221馬木小学校 校舎 13 2837 小学校 校舎 RC 2 2,397 1994 H6 26  新 - - - - 長寿命 D B B B B

70

小学校 体育館

30 221馬木小学校 体育館 14,17-1

2838,2

839

小学校 体育館 W 1 581 2010 H22 10  新 - - - - 長寿命 A B A A A

93

中学校 校舎

31 3608仁多中学校 校舎１ 1 2628 中学校 校舎 RC 3 2,413 1972 S47 48  旧 済 済 H18 25.6 長寿命 B C C C C

43

中学校 校舎

32 3608仁多中学校 校舎２ 2,9,10 2628 中学校 校舎 RC 2 1,755 1972 S47 48  旧 済 - H18 14.6 長寿命 C C C C C

40

中学校 校舎

33 3608仁多中学校 校舎３ 3 2629 中学校 校舎 S 1 250 1972 S47 48  旧 済 - H18 - 要調査 D C C C C

37

中学校 校舎

34 3608仁多中学校 校舎４ 11-1,11-2 2632 中学校 校舎 RC 2 1,527 1996 H8 24  新 - - A C A B B

76

中学校 校舎

35 3608仁多中学校 校舎５ 12-1,13-1

2633,2

634

中学校 校舎 W 1 358 2011 H23 9  新 - - C A A A A

95

中学校 体育館

36 3608仁多中学校 体育館

4-1,4-2,4-

3,14-1

2630,2

634

中学校 体育館 S 2 1,310 1972 S47 48  旧 済 済 H18 20.3 長寿命 B C C C C

43

中学校 校舎

37 3609横田中学校 校舎１

1-1,1-

2,2,10

2641 中学校 校舎 RC 4 4,865 1971 S46 49  旧 済 済 H17 15.8 長寿命 D C C C C

37

中学校 校舎

38 3609横田中学校 校舎２ 8 2641 中学校 校舎 S 1 270 1979 S54 41  旧 済 - H24 - 長寿命 D C C C C

37

中学校 体育館

39 3609横田中学校 体育館 3,4-1,4-2 2642 中学校 体育館 S 2 1,821 1973 S48 47  旧 済 済 H17 - 長寿命 C B C C C

50

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

用途区分 建築年度 耐震安全性 長寿命化判定

備考

通し

番号

学校

調査

番号

施設名 建物名 棟番号

固定

資産

台帳

番号

構造 階数

延床

面積

（㎡）

築年

数

屋

根

・

屋

上

外

壁

内

部

仕

上

電

気

設

備

機

械

設

備

健全

度

（100点

満点）

学校種

別

建物用

途

西暦和暦 基準診断補強

調査

年度

圧縮

強度

（N/㎟）

試算上

の区分

ファイル名

建物情報一覧表

：築30年以上 ：築50年以上

Ａ：概ね良好

Ｂ

：部分的に劣化

Ｃ：広範囲に劣化

Ｄ

：早急に対応する必要がある
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image9.emf
年度）

㎡ 地上 3 階 地下 0 階

1 屋根 □アスファルト保護防水 □降雨時に雨漏りがある

屋上 □アスファルト露出防水 ■天井等に雨漏り痕がある

■シート防水、塗膜防水 □防水層に膨れ・破れ等がある

□勾配屋根（長尺金属板、折板） □屋根葺材に錆・損傷がある

□勾配屋根（スレート、瓦類） ■笠木・立上り等に損傷がある

□その他の屋根 （ ） □樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□既存点検等で指摘がある

2 外壁 ■塗仕上げ ■鉄筋が見えているところがある

■タイル張り、石張り ■外壁から漏水がある

□金属系パネル ■塗装の剥がれ

□コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■タイルや石が剥がれている

□その他の外壁 （ ） □大きな亀裂がある

■アルミ製サッシ □窓・ドアの廻りで漏水がある

□鋼製サッシ □窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□断熱サッシ、省エネガラス □外部手すり等の錆・腐朽

□既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 ■老朽改修 大規模改造

（床・壁・天井）□エコ改修

（内部建具） □トイレ改修

（間仕切等） □法令適合

（照明器具） □校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □空調設置

□障害児等対策

□防犯対策

□構造体の耐震対策

□非構造部材の耐震対策

□その他、内部改修工事

４電気設備 ■分電盤改修

□配線等の敷設工事

■昇降設備保守点検 指摘無し

□その他、電気設備改修工事

５機械設備 □給水配管改修

□排水配管改修

■消防設備の点検 指摘への対応済み

□その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

外壁の劣化が進んでいます。ひび割れ剥がれが多数見られます。　舗装面に段差があり危険な状況です。

健全度

52



Ｃ



H27



Ａ



H18



H22



評価

H5



Ｂ



部位 改修・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）



多数



H3 外壁改修 5

北側の劣化

Ｄ

H10 耐震補強



特記事項 評価

年度 工事内容 箇所数



H7 防水改修



EXP.J金物に

脱落がある



Ｃ



2



構造種別鉄筋コンクリート造 延床面積 2,562 階数

部位

仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新）

劣化状況

（複数回答可）

昭和44年度（ 1969

調査日 平成28年9月20日

建物名 校舎 記入者 ○○

通し番号 xxxx-xx-x

学校名 Ａ学校 学校番号 1301

棟番号 1 建築年度

100点


image1.emf
通常

学級

特別

支援

通常

学級

特別

支援

布勢小学校 奥出雲町八代220番地 58 57 1 7 6 1

奥出雲町八代220

三成小学校 奥出雲町三成348番地 95 89 6 9 6 3

奥出雲町三成348

高尾小学校 奥出雲町上高尾823番地 7 6 1 4 3 1

奥出雲町上高尾823

亀嵩小学校 奥出雲町亀嵩2206番地 35 35 0 4 4 0

奥出雲町亀嵩2206

阿井小学校 奥出雲町上阿井110番地 68 65 3 8 6 2

奥出雲町上阿井110

三沢小学校 奥出雲町三沢1099番地7 23 22 1 4 3 1

奥出雲町三沢1099

鳥上小学校 奥出雲町大呂1151番地2 21 18 3 5 3 2

奥出雲町大呂1151

横田小学校 奥出雲町横田1025番地1 97 92 5 8 6 2

奥出雲町横田1025

八川小学校 奥出雲町下横田500番地2 61 56 5 9 6 3

奥出雲町下横田500

馬木小学校 奥出雲町大馬木1858番地1 49 48 1 7 6 1

奥出雲町大馬木1858

514 488 26 65 49 16

514

仁多中学校 奥出雲町三成1634番地7 139 134 5 8 6 2

奥出雲町三成1634

横田中学校 奥出雲町稲原2050番地3 141 137 4 8 6 2

奥出雲町稲原2050

280 271 9 16 12 4

280

794 759 35 81 61 20

794

仁多学校給食共同調理場 奥出雲町三成1634番地7

横田学校給食共同調理場 奥出雲町稲原2043番地2 利用学校

布勢小学校水泳プール 奥出雲町馬馳17番地1

三成小学校水泳プール 奥出雲町三成348番地

亀嵩小学校水泳プール 奥出雲町亀嵩2204番地2

阿井小学校水泳プール 奥出雲町上阿井91番地

三沢小学校水泳プール 奥出雲町三沢1108番地10

鳥上小学校水泳プール 奥出雲町大呂1151番地2

横田小学校水泳プール 奥出雲町横田1034番地6

八川小学校水泳プール 奥出雲町下横田509番地1

馬木小学校水泳プール 奥出雲町大馬木1858番地2

令和２年４月１日現在

児童生徒数

（人）

学級数

（学級）

小学校計

中学校計

小中学校合計

利用学校

布勢小学校

三成小学校

高尾小学校

亀嵩小学校

阿井小学校

三沢小学校

仁多中学校

鳥上小学校

横田小学校

八川小学校

馬木小学校

横田中学校

閉鎖中

閉鎖中

閉鎖中

名称 住所

中学校

小学校

調理場

小学校水泳

プール


